
水
田
土
壌
に
劃
し
て
ウ
イ
ノ
グ
ラ
ッ
キ
ー
氏

ア

ゾ

ト

バ

ク

タ

l
試
験
の
廃
用
(
務
報
)

ハ
土
捜
肥
劃
桝
阜
綾
誌
第
二
急
第
四
披
畿
表
〉

農
事
博
士

荒板

野

新

川

左

千

代夫

緒

言

土
壇
の
肥
沃
度
さ
マ
ン
ナ
4
ト
分
解
量
又
は
撤
生
物
に
依
る
窒
粂
同
制
定
量
さ
の
間
じ
極
め
て
需
畿
な
刷
係
の
存
在
す
る
ニ
さ
は
‘
約
二

、2，
、

J

、.J

、司

、i

，

。a
n

“

a
'

十
年
前
即
ち
一
九

O
八
年
に

E
F
E固
さ

E
Eく
じ
依
っ
て
賓
験
さ
れ
て
、
以
来

F
O羽
田

t
E品
gく
E
V
5品
く
C
E
E
S目
G

。。

司
H
F
E
E
S
E
a
同

gAEMVWF同
t
等
に
依
っ
て
確
躍
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
本
邦
に
於
り
る
之
等
じ
闘
す
る
賓
融
報
告
は
全
く
皆
無
で
あ
る
。

掛
最
近
土
壌
細
菌
感
の
附
究
方
法
ざ
し
て
自
然
的
培
養
法
窃
宮
E
E
5
8国

p
z
gる
が
提
唱
さ
る
h

じ
至
っ
た
。
其
主
な
る
も
の

、J

は

C
。

gσ
か
最
初
に
土
壇
細
菌
類

ω鼠
量
計
算
じ
血
用
し
た
顕
微
鏡
的
直
接
計
算
法
さ

-
g
a
E身
ゅ
の
試
み
た
雪
音
定
菌
の
珪

酸
.
ク
戸
培
養
に
依
る
土
壊
肥
沃
度
の
診
断
的
測
定
法
で
あ
る
。
就
中
後
者
は
先
年
末
園
町
〆
ジ
ン
ト
シ
市
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
高
圃

、J

土
岨
機
感
曾
諭
に
報
告
さ
れ
同
豆
武
門
下
生
回
目
勺
・
早
・
旬
富
山
唱

N
Z
E
O司
E
に
依
っ
て
抹
に
貨
験
的
操
作
が
韻
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

其
要
旨
ざ
す
る
所
は
巧
宮
。
唱
邑
国

S
の
「
現
在
・
い
於
り
る
土
曜
明
細
菌
感
的
研
究
法
は
専
ら
一
一
般
細
菌
感
的
師
究
法
じ
従
っ
た
も
の
で
あ
っ

吹
田
土
却
に
劃
し
て
ウ
イ
ノ
グ
ラ
ッ
キ
ー
氏
ア
グ
ト
パ
ク
タ

I
R除
の
晦
凶
宍
強
報
)

ニO
九



水
田
土
曜
鷹
に
郵
し
て
ウ
イ
ノ
グ
ラ
ッ
キ
ー
民
ア
d
J
F
バ
タ
タ
1
試
践
の
鱒
用
ハ
機
報
)

二一

O

τ之
等
は
土
壕
細
菌
の
研
究
に
脳
陣
閉
す
る
こ
さ
肱
到
底
不
可
能
で
あ
る
」
さ
云
ふ
主
張
じ
基
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
窒
素
固
定
菌
の
自
然
的

培
養
さ
其
蜜
業
固
定
力
を
査
定
し
て
円
以
っ
て
土
輔
恨
の
肥
沃
度
を
診
断
測
定
せ
ん
さ
す
る
も
の

T
あ
る
。

れリ

此
の
自
然
崎
培
養
い
さ
云
ふ
の
は
試
験
土
壌
‘
蒸
溜
水
及
び
五
%
の
糠
凱
m

h
官
能

t
混
和
し
て
糊
蹴
培
養
基
h
I
調
製
し
.
之
お
官
鋸
氏
一
二

O
度

じ
四
八
時
間
保
温
し
て
置
く
ま
活
性
窒
素
固
定
菌
の
来
絡
が
形
戒
す
る
さ
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
其
窒
素
固
定
力
の
轟
定
縫
代
総
騎
じ
福
州
市
及

び
熱
帯
地
方
よ
り
多
猷
の
供
試
土
填
を
蹄
取
し
て
研
究
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。
印
ら
其
乾
土
一
瓦
を
珪
酸
ゲ

Y
培
養
基
に
移
植
し
、
自
然

的
培
養
・
法
さ
同
様
な
る
庖
分
を
錫
す
時
は
肥
沃
土
壌
じ
於
い
て
は
一
二

O
時
刷
じ
ニ
瓦
の
T

Y
ナ

4
ト
&
消
費
・

ντ
ニ

O
臨
以
上
の
窒
素
を

同
定
す
る
り
れ
共
、
其
他
の
場
合
は
肥
沃
程
度
心
従
っ
て
聞
定
量
も
準
・
?
る
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。
蕊
・
」
於
て
著
者
等
は
斯
の
如
き
尚
使
な
る

生
物
接
的
方
法
に
依
っ
て
土
療
の
肥
訊
度
が
診
断
し
得
ら
る
h

ざ
す
る
わ
ゆ
ら
ば
.
之
以
極
め
て
重
要
な
る
事
項
に
属
す
る
を
臼

τニ
の
方
法

を
由
服
用
し
て
本
邦
水
旧
の
土
壊
-Mι

診
断
し
て
そ
の
肥
沃
程
度
そ
調
貸
せ
ん
さ
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

今
-

M

の
研
究
を
報
告
す
る
に
臨
み
土
犠
採
取
に
寄
奥
さ
れ
し
庚
烏
際
立
農
事
試
胎
場
水
野
勉
氏
に
針
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
衣
第

で
あ
る
。

賓

験

一
、
珪
酸
グ
wr
培
養
基
の
調
製
・
法hz 

珪
酸
ゲ
W
F

プ
レ
ー
ト
h

管
当
P
H
O
唱
邑
田
宵
司
法
は
じ
依
つ

τ調
製
す
る
じ
は
地
量
一
・

O
六
の
珠
一
酸
一
加
里
掛
さ
出
重
一

・
一
O
の
漉
壇
酸
を
等

量
宛
混
合
し
て
グ
W
後
製
し
、
之
白
官

ν
ャ
1
ν
1
に
注
ぎ
同
化
セ
し
め
て
後
流
水
中
に
浸
し
て
壇
棄
の
反
膳
々
除
去
し
プ
ロ

l
ム
・
グ
レ
J
J



inf
・
バ
ア
プ
P

を
掲
示
襲
さ
し
て
中
和
し
‘
然
る
後
一
日
一
煮
櫛
し
た
る
蒸
溜
水
に
て
鋲
凶
抗
議
す
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
等
は
寧
ろ

の。

委
長
回
目
E
故
由
民
法
刊
に
従
っ
た
の
が
至
使
さ
思
惟
す
る
の
で
該
刀
法
そ
用
ふ
る
ニ
さ
さ
し
た
。

'
先
づ
珪
酸
加
里
〈
メ
F

グ
製
)
-
o
v
n
波
ご
一
規
定
壇
融
市
波
空
調
製
し
て
置
い
て
他
に
聾
め
猷
本
の
試
蹟
管
そ
用
意
し
、
此
の
試
蹴
管
に

，有
健
宛
の
珪
融
問
説
そ
法
人
し
置
品
d
.

之
に
ピ
ユ

1
レ
ツ
ト
法
に
依
っ
て
境
酸
や
五
提
六
時
七
時
さ
漸
弐
精
虫
的
に
法
加
し
能
〈
振
盤
し
て
政

置
し
、
以
っ
て
ニ
ル
杢
瓦
分
間
以
内
に
グ
P
化
し
得
る
分
量
ケ
怯
索
す
る
。
覧
敏
結
果
は
七
乃
歪

-nM可
の
一
規
定
塩
酸
を
所
要
す
る
の
が

，
常
で
あ
っ
た
。
次
い
で
蒸
溜
水
タ
以
つ

τニ
の
雨
波
が
等
監
じ
て
J

グ

w
を
形
成
す
る
様
に
調
節
し
た
後
約
一

O
O乃
至
二
0
0時
宛
の
耐
披

を
混
合
し
て
直
径
九
糎
の
ジ
ャ
1
ν
l
じ
謝
し
て
は
凡
・
七
三
O
埼
.
直
使
ニ
O
糎
の
シ
ャ
ー
レ
ー
の
場
合
紘
一

O
Oル
竜
二
O
O提
を
注
入

e

し
水
卒
賦
態
に
静
置
し
、
徐
ろ
只
グ
w
'
b
匂
凶
化
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
同
化
し
た
る
持
.
酸
グ
F

プ
レ
ー
ト
は
之
セ
流
水
中
心
浸
潰
し
て
透
析

し
壇
化
物
の
民
贈
を
除
去
す
る
事
等
は
前
週
の
当
日
出
荷
E
e
w
w
-法
さ
同
等
心
底
分
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
地
祈

ι要
す
る
時
聞
は
約
二
凶

乃
至
四
八
時
間
で
あ
る
。

次
じ
こ
れ
に
要
す
る
培
養
基
の
成
分
は
左
の
如
き
も
の
L
T
調
製
レ
た
。

自tr.t

議

議

H

冒

畑
。明

llk言語

四

m

R

J
T
T
唱

。

』

F

言怒

ilI 

11 

司

同

時

期

4
v、法
u

、

減

諮

ーを

制

C
・
]
戸
山

日ー

電Z

浦町

電E

何

回
三

C

ヨ麗
4ft 
見
円
雌
明
烏

u

・
9
F
H温岬路
-
H惜
mパ
』
噛
川
。

而
し
て
大
型
ハ
ニ
O
糧
V

の
プ
レ
ー
ト
じ
は
ニ
の
培
養
液
五
提
・
い
炭
酸
石
灰

O
"
五
瓦
及
T

ン
ナ
4
ト
ニ
瓦
を
諭
加
し
、
小
型
ハ
九
糎
〉
の
プ

水
倒
土
疲
に
幽
閉
し
て
ウ
イ
/
グ
ラ
ッ
キ
ー
民
ア
ゾ
ト
バ
ク
タ
1
試
験
の
鴎
県
鎌
曹
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第一表 供試t漉録取地及び摘要

警監| 保 取 地 名 | 採取時期 j漫才~ I施 目巴 量 t反嘗J

1 間E実E験"篠回倉敷市大原農業向究所 昭和2年11月 26 石 勝 Zf震E
2 同 よ 同

. 
上 2.0 

8 飯島蘇堕田郡生日付福田 昭和2年12月 1.8 堆石坂肥IlSo，ot--車柏l:i貫遁燐綬
4 同よ楓戸田町津 間 上 2.0 准肥lor慣諌柏2(1震

5 同 J: 同 上 1.8 准肥80貫徹粕20貰

6 同上沼隈郡上古匝 同 上 臨 配合肥制!o俵

7 岡lJ勝吉備郡神在付上f京 昭和3年2月 13 不 明

8 同 上 同 上 :1.2 同 上

9 同上宮原 同 上 1.6 同 上

10 同上よ~ 関 上 3.2 同 上



供
試
土
漢
は
筑
前
恥
物
芝
山
叫
し
強
め
殺
菌
し
た
る
金
属
節
じ
て
節
制
し

0
・
K
粍
以
下
の
も
の
守
回
し
た
h
の
を
用
ひ
た
c

一
、
土
岨
慌
の
診
断
的
資
定
方
法

七
岨
慎
一
次
度
の
診
断
的
資
定
力
法
は
之
を
五
種
に
匝
別
し
て
行
ふ
も
の
で
あ
る
が
‘
其
三
種
は
橡
備
試
職
、
他
の
二
種
・
か
本
試
雌
さ
も
見
倣

し
得
ら
る
h
も
の
で
あ
る
。

第
一
試
験

底
径
九
糎
の
時
酸
ゲ

w'
培
養
基
γ

い
供
試
土
壊
や
五

O
乃
一
金
一
つ

O
蚊
動
置
し
‘
之
を
三

O
度
い
い
於
て
四
ヘ
時
間
保
温
す
れ
ば
肥

沃
土
壌
に
あ
っ
て
は

〉

Heg--VEg-
の
東
港
，
か
二
.
立
川
圭
・
L
A
O形
成
さ
る
h
eか
.
普
通
土
山
積
じ
於

τは
剖
ル
至
五
出
後
に
で
も
向
少
歓

の
衆
泌
を
形
成
し
帯
薄
土
壌
は
全
く
衆
泌
を
形
成
し
な
い
。

第
二
試
験

供
試
土
壊
五

O
瓦
に
J

Y

Y

ナ
イ
ト

0
・
五
瓦
b
f
加
へ
蒸
溜
水
じ
て
制
形
さ
な
し
.
三

O
度
に
四
八
時
間
保
植
し
て
置
き
探
る
後

廟
微
鏡
的
-
h

〉

8
g
v
R
g円

の
数
量
b
T
計
算
す
る
d

そ
し
て
其
の
指
殖
掌
じ
依
り
肥
沃
度
々
測
定
す
る
。

第
三
試
駿

供
試
土
壊
五
に
針
し
て
澱
粉
一

O
Oの
割
合
・
い
混
合
し
燕
溜
水
を
以
っ
て
糊
彩
さ
な
し
‘
表
面
を
卒
滑
ざ
し
で
之
や
三

O
度
目
い

四
八
時
間
保
温
す
る
時
は
肥
沃
土
壌
に
て
は
多
数
の
旨
♀
喜
怒
定
時
来
落
を
形
成
す
る
。

第
河
試
雌

供
試
土
捜
一
瓦
ル
置
匝
二

O
糎
川
洋
.
酸
グ
主
連
主
に
撒
布
し
‘
之
さ
一

O
混
じ
凶
ヘ
時
間
保
温
す
る
時
は
肥
沃
土
携
で
は
ニ

五

O
O乃
至
一
二

O
O
Oの
〉
szvpbgH
来
落
が
形
成
し
普
通
土
壊
は
寡
鉄
、
情
滞
土
療
で
は
膨
岐
し
な
い
の
で
あ
る
。

第
γ
札
試
雌

本
試
値
幅
A
H
第
川
崎
試
厳
・
い
供
し
た
る
培
養
を
其
の
憧
櫨
歯
周
し
.

一
二

0
時
間
目
じ
ゲ
P

〆
rw'法
b
T
以
て
其
全
霊
棄
を
測
定
し
・

守
シ
ナ

4
ト
二
瓦
に
射
す
る
同
定
是
々
彼
定
す
る
。
朗
ち
守
シ
ナ

4
ト
二
瓦
そ
消
費
し
て
二

O
珪
の
噂
調
講
悶
定
震
あ
る
時
は
之
を
標
準
き
す

る
も
の
で
.
之
は
?
シ
ナ
4
ト

-
0
0部
に
針
し
て
同
定
窒
素
二
叉
は
有
機
炭
議
問

O
じ
針
し
て
窒
素
て
こ
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
普
通

水
田
土
厳
に
劃
し
て
ウ
イ
ノ
グ
ラ
ッ
キ
ー
氏
ア
ゾ
ト
バ
タ
タ
1
院
険
の
際
同
(
漁
報
)

一一一一一一



水
田
土
鰻
に
騎
し
て
ウ
イ
ノ
グ
ラ
ッ
キ
ー
民
ア
ゾ
ト
パ
ク
タ
1拭
睡
眠
の
風
雨
ハ
線
報
v

二
一
四

土
曜
慣
に
て
は
多
少
延
朋
し
て
s
n
肉
少
量
盛
晴
海
土
績
で
は
痕
跡
の
同
定
じ
過
ぎ
ぬ
主
お
ふ
。

有
じ
遁
べ
た
る
所
じ
従
っ
て
得
た
る
貨
験
結
刷
棋
は
次
の
遁
で
あ
る
。

四
、
第
一
試
雌

ω結
果

強
め
調
製
し
た
る
珠
醸
グ

Y
培
養
基
じ
殺
菌
白
金
耳
じ

τ供
試
士
績
を
移
植
慨
し
お
に
述
べ
た
る
所
じ
従
っ
て
試
幽
唱
し
た
結
果
第
二
表

-b示

す
知
き
成
績
そ
得
-
h
h

。

山

明

い

幽

閉

苦海

民

嬉

S忌

錦
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之
等
の
結
果
じ
依
れ
ば
寅
融
番
銃
一
、
ニ
.
四
‘

λ
の
七
岨
慣
は
官
。

gσ
凶
百
件
。
吋
の
衆
・
浴
eq影
成
す
る
が
山
崎
の
六
種
は
一
二

0
時
間
培
養
後

も
そ
の
彰
崎
か
無
か
っ
た
。
併
し
て
令
の
形
成
結
果
四
及
び
五
は
肥
沃
土
療
な
る
ニ
さ
を
示
し
一
及
び
こ
は
山
崎
土
様
じ
相
官
す
る
如
ad
結

果
さ
伝
っ
た
0

・w
の
状
惣
は
第
一
固
に
示
す
遁
の
で
あ
る
。

第
二
試
臓
を
試
み
た
け

μ
兆
之
じ
於
て
は
穆
明
の
嘆
捕
を
似
る
ニ
ミ
は
出
来
な
か
っ
た
a
併
し
培
養
基
上
巳

P
HE
avH
S『

の
露
状
衆

五
、
第
二
試
験

ω椛
果

落
の
形
成
又
は
遊
雌
蛾

ι似
た
る
色
紙
を
呈
し
て
本
薗
の
榊
殖
す
る
肱
惣
は
肉
眼
崎
心
観
衆
し
得
・
り
る
れ
仲
代
'
-
の
試
験
泊
じ
依
っ
て
土
曜
慣
の

特
異
性
を
頃
別
す
る
ニ
さ
は
楠
附
雌
の
如
〈
思
惟
す
る
・
ら
の
で
あ
る
。

六
.
第
三
試
臓
の
結
巣

本
試
蹟
の
結
果
ち
第
二
試
臓
ま
問
機
録
制
の
成
績
佐
川
川
る
こ
さ
が
出
来
な
か
っ
た
@
こ
の
試
験
で
は
衆
油
貯
の
形
成
ほ
全
〈
縄
見
す
る
こ
=

が
白
血
病
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

七
、
第
四
試
験

ω結
巣

の
葉
山
洛
は
極
め
て
察
易
円
い
且
つ
判
然
さ
形
伐
さ
れ
得
る
け
れ
共
、
只
保
温

本
試
幽
曹
は
時
酸
ゲ
片
培
養
基
上
-
K形
明
す
る

P
E
g
-
v
p
n
g『

装
置
内
じ
於
て
培
養
中
也
蚕
町
告
か
渇
剰
の
水
分
に
覆
は
れ
ハ
警
』
乾
加
し
た
ん
は
引
聾

rT唱
量
の
揖
め
保
温
す
る

τ水
分
が
多
景
じ
建
醜
グ

w
よ
り
法
出
す
る
た
め
)
之
が
協
の
に
業
繕
は
全
く
接
着
帯
集
し
て
其
歓
量
の
計
算
が
令
一
く
不
可
指
さ
な
り
て
仕
舞
っ
た
。

水
団
+
轟
に
幽
F.
し
て
ウ
イ
ノ
グ
ラ
ッ
キ
ー
丘
ア
ダ
ト
パ
タ
ダ
1
H
H
晶
障
の
晦
則
(
幅
四
報
〉

一
一
-
五

然
共
其

ω邸
時
宵
脱
雄
々
示
せ
ば
第
三
表
の
姉
く
な
っ
た
。



水
田
土
震
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針
し
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ウ
イ
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グ
ラ
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キ
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氏
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パ
ク
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試
晶
冒
の
隠
周
(
漁
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田
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毒
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「
e

季
出
嶋
田
岬
ぬ
明
「
'
毒
国
W
鳥
取
流
出
戸
。

こ
れ
等
の
結
川
市
在
み
れ
ば
来
泌
般
の
計
算
依
不
可
純
で
あ
っ
た
が
結
果
は
第
二
試
雌

ω場
合
さ
殆
4

ニ
致
し
た
。

A
T
-
-
の
蹴
開
k
q
国
一
不
す

れ
ぽ
第
二
仰
の
過
で
あ
る
。

ヘ
、
第
五
試
験
の
結
果

本
試
験
以
所
定
の
叩
く
第
河
試
臓
に
供
し
た
る
培
養
令
そ
の
ま
L

一
二

0
時
間
滞
繍
し

τ後
之
令
ケ
wr
ダ
l

p
法
じ
依
つ

τ全
室
乗
伝
測

定
し
之
よ

0.開
準
の
全
窒
必
A
h
I
減
じ

τ窒
素
同
定
舗
を
算
出
し
た
。
そ
の
結
果
は
官
布
団
表
・
い
示
す
如
く
で
あ
る
。

蜘買唱

鰭員長

国
同
陣
織
岬

-lJ12 

苦境

ti 

3ヰ

費5

s 
~ 

郵

強

= rs 
>M 

R車

一一嚇，ー
誕~

国
岡
崎
滞
陣

単

1+ 

瀧

強

= rs 

:>ft 

用

思

H
C
叶

C

国田信

rs 

3事

ur 

題l

守.

用

品
・
士
山



青海増寵

同
一
叫
・
也
お

u.-mw 

]
戸
叫
・

clm

回
目
』
.
信
印

首

相
月

比

r

削

回

怜

宿

泊

持

痛

快

緩!:嫡樋短E

~ 

ao ‘ヨ

日
・
ご
H

u--u 

h
由

.-s
f
C
M
 

担虜‘

匂:

'" 

炉-. 

溺 z帳E 滋

溺源1M-縞

義足

毒骨

ト+

出

国

持

論

咽

磁

比

H

こ
の
結
呆
に
依
っ
て
見
れ
ば
第
-
試
験
及
び
第
四
試
験

ω結
果
ざ
殆
ぎ
一
致
し

τゐ
る
が
当
E
。
唱
包
日
S
の
補
す
る
肥
沃
土
壌
卸
ち
二

情
、
あ
っ
た
。

。
躍
の
窒
素
間
定
力
必
有
す
る
土
筑
は
只
二
種
で
あ
っ
て
こ
の
僚
準
よ
り
梢
少
量

ω
同
定
力
令
有
す
る
も
山三

一
種
他
は
殆
-
V

』
同
定
力
が
務
絹

九
、
供
試
土
壊
の
溶
液
培
養
及
び
土
獲

ω水
禽
4
オ
ン
濃
度

失
じ
以
上
行
ひ
た
る
如
き
珪
酸
グ
戸
培
養
法
に
兆
較
せ
ん
ざ
し
て
こ
れ
さ
同
等
作
ゆ
る
成
分
を
有
す
る
溶
液
培
養
基
を
調
製
し
、
三

O
O時

め
プ
ラ
ス
宮
内
じ
於
て
第
五
試
臓
の
如
含
像
作
に
従
づ
て
閥
定
管
業
量
化
測
定
し
た
。

又
官
。
酔
。

σ-bg吋
の
生
存
は
著
し
く
土
織
の
水
素
4
4
4
ン
農
民
じ
支
配
さ
る
h
t
T
以
っ
て
ニ
れ
を

ρ三回
V
1
2
5
電
極
法
に
依
つ

τ

，
仙
測
定
し
た
。
浸
出
液
は
土
壊
さ
水
さ
の
比
率
te-
針
}
さ
し

τ得
た
る
も
の
に
弘
い

τ行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

之
等
の
質
験
成
績
は
第
五
表
じ
示
す
遁
で
あ
る
。
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重量
‘球

+
歯
菌
」
ア
ヰ
副
首
、

r'
毒
菌
叫
嵐
山
畑
、
「
。

此
結
果
巳
就
て
見
る
に
全
く
珠
酸
グ
P
培
養
法
の
成
績
守
二
放
す
る
こ
さ
を
測
る
が
、
併
し
そ
の
同
定
窒
素
設
に
至
っ
て
部
唱
し
く
劣
る
こ

き
が
知
れ
る
。
但
し
球
酸
グ
ι
F

培
養
・
法
の
優
れ
た
培
養
法
た
る
所
以
で
あ
ら
う
さ
思
は
れ
る
。

見
そ
の
吋
岡
貨
を
み
る
さ
筆
議
院
定
量
の
多
量
な
る
土
演
は
殆
き
吋
国
占
ハ
・

O
以
上
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
下
の
土
療
は
間
定
量
が
甚
ば
少

量
で
あ
る
。
こ
の
匙
は
極
め
て
重
要
な
る
こ
さ
で
あ
っ
て
こ
れ
は
後
漣
す
る
切
〈

金
配
さ
れ
、
従
っ
て
そ
の
窒
素
同
定
量
が
減
少
す
る
も
の
さ
思
ふ
の
で
あ
る
。

〉
'
H
O酔
。
『
坦
O
叶
晶
円

の
生
存
が
水
業
4
J
A
ン
濃
度
じ
ょ
っ

τ

考

察

本
研
究
は
一
九
二
六
年
巧
宮
。

m
E仏国
S
に
依
っ
て
案
出
さ
れ
た
窒
索
開
定
薗
法
を
以
っ
て
土
演
の
肥
沃
燈
を
診
断
的
じ
測
定
す
る
方
法

に
従
っ
て
本
邦
水
田
土
犠
の
肥
沃
度
を
診
断
せ
ん
ざ
し
て
試
み
た
も
の
で
あ
っ
て
.
以
上
ゆ
た
る
賓
蹴
結
果
を
糟
揺
す
れ
ば
第
六
表
の
如
く

で
あ
る
。



第六表 質融結果の締括

賀番験貌 土援E草原地
法酸グル陸選法n蓉液庭筆法

土撹 Po慣 玄米生産量

巌

8.3駐0 2.6 石1 岡山鯨倉般市 明十 20.iO 6，23 

2 同 上 +十 17.93 5.91 6.09 2.0 

s 民島隠慢図書E 一 3.19 1.38 5.83 1.8 

4 同 上 す1十 18.04 12.60 6.61 :?O 

b 同 上 骨十 J9.95 8.78 6.84 1.8 

6 鹿島怒沼隈郡 一 4.05 1.04 5.43 随

7 岡山懸吉備郡 ー 2.01 1.34 5.54 1.可

s 闘 上 一 2.02 1.33 5.19 3.2 

9 同 上 一 3.50 3.44 6.48 1.6 

10 同 上 一 198 1.35 4.76 11.2 

備考漁備拭強項η詑畿は前婦の場合と閉じである。
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ま
は
勿
踏
の
こ
さ
で
あ
る
。
保
共
ニ
ニ
に
誌
意
す
て
き
こ
さ
は
本
法
が
主
さ
し
て

〉

N
g
o
v
R
g吋

こ
こ
O

法
に
基
礎
そ
置
く
以
上
本
菌

ω特
異
性

水
田
土

aに
費
し
ず
ウ
イ
ノ
グ
ラ
ッ
キ
ー
氏
ア
ゾ
ト
パ
ク
タ

I
R・
の
晦
用
ハ
機
織
V

に
就
い

τ考
察
す
る
必
要
が
あ
る
さ
思
ふ
。

本
菌
は
蜂
に
土
穫
の
匡
脳
陣
及
び
季
節
の
豊
化
に
於
り
る
敏
量
の
噌
滅
等
が
あ
る
か
ら
土
繊
採
集
地
の
反
膳
燐
融
舗
の
存
在
及
び
時
期
等
は

最
も
重
要
な
る
傑
件
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

a
a
z
 

著
者
帯
。
は
昭
和
二
年
六
月
中
旬
よ
h
v
十
一
月
中
旬
に
至
る
水
稲
哉
培
制
聞
に
於
い

τ同
-
圃
掲
の
窒
素
閥
定
力
の
聾
化
を
測
定
し

k
の

-
に
季
節
じ
依
つ

τ六・
O
乃
至
-
九
・
八
磁
の
聾
化
が
あ
る
こ
さ
を
知
っ
た
。
卸
ち
七
月
中
旬
及
び
十
一
月
中
旬
が
最
も
固
定
力
が
旺
盛
で
あ

m，
 

っ
た
。
究
露
西
亜
の
同

R
S
B
Sは
は
一
九
二
五
年
号
久
ヨ
ウ
じ
於
て
季
節
に
於
け
ゐ

〉
自
主
宮
立
咽
吋

踊
に
は
土
壇
-
一
九
宮
一
四

O
O
O存
在
す
る
が
.
九
月
乃
至
十
-
月
は
反
つ

τ減
少
し
六

O
O
O乃
至
八

O
O
Oさ
な
り
十
二
月
に
至
れ
ば

政
の
費
化
を
測
定
し

τ頁
朋
の
初

一
件
び
夏
朗
に
等
し
き
獣
量
に
蹄
復
す
る
さ
報
告
し

τゐ
る
が
、
ニ
の
結
刷
用
さ
傾
向
に
於

τ著
者
等
の
研
究
は
極
め

τよ
〈
一
設
す
る
の
で
あ

る。

a
o
 

究
本
菌
ゆ
生
存
が
反
自
掴
ハ
陣
怖
に
酸
性
)
に
依
っ
て
支
配
さ
る
h
a
こ
さ
は
猷
米
に
於

τも
可
成
。
多
獣
報
告
が
あ
る
が
今
山
躯
崎
博
士
さ
著
者
は

の
-
人
が
共
同
研
究
し
た
結
果
に
依
る
さ

-k
g
z
g
o
F
2
5
5
及
。
〉

E
-
E守
宮
内

E
の
限
界

g
が
五
・
八

K
R
-

"' 

5
5
-
E
E
M
の
限
界
可
闘
が
五
・
九
で
あ
る
。
併
し
民
H8
・
b
ミ
-
S曽
E
S
(
2・
3
h
Z
ユS
E
B
)
の
限
界

MJ酬
は
旬
。
円
長
官
刊
に
従
へ
ば

吋
同
五
・
七
以
下
さ
云
ふ
。
斯
の
如
く
本
薗
は
酸
性
に
針
し

τ極
め

τ抗
揺
が
無
い
か
ら
酸
性
に
相
宮
滋
い
抗
措
力
の
あ
る
水
稲
じ
比
較
し

て
水
田
の
肥
沃
度
さ
本
菌
の
鍛
量
又
は
作
用
が
.
平
行
的
に
一
致
し
な
い
の
で
は
な
い
か
さ
思
ふ
ち
の
で
あ
る
。

au 

前
巧
F
E
g
g
s門
戸
開
R
A
S
H
島
R
tの
研
究
に
依
れ
ば
酸
性
土
酸
及
び
盤
情
薄
土
壌
の
守
ン
ナ
イ
ト
分
解
力
さ
燐
酸
塩
さ
は
極
め
T
重
要



な
る
闘
係
を
有
し
‘
燐
酸
塩

ω存
盆
に
依
っ
て
著
し
く
分
解
力
，
か
府
準
す
る
ニ
さ
を
知
っ
た
が
併
し
肥
沃
土
績
に
あ
っ
て
は
庄
程
効
巣
が
龍

め
ら
れ
事
か
っ
た
さ
云
ふ
。
故
に
本
方
法
を
直
ち
に
本
邦
水
田
土
境
に
聴
聞
せ
ん
さ
す
る
に
は
相
官
研
究
の
除
地
が
あ
る
さ
思
っ
て
ゐ
る
。

。n

EVV固
さ
凶
阜
市

Z
Z同
川
い
は
最
近
土
酬
明
細
菌
の
作
用
じ
及
ゆ
す
木
材
腹
棄
物
の
効
果
ι
ゲ
試
験
す
る
に
嘗
っ
て
本
方
法
を
歯
周
用
せ
ん
さ
試

み
た
り
れ
共

pszv酔
門
広
円
束
十
洛
駄
の
測
定
に
針
し
て
強
制
の
成
績
そ
曲
第
け
得
な
か
っ
た
さ
報
告
し
、
且
つ
第
一
回
高
島
土
壇
接
曾
識
に

於

t
本
法
に
闘
し
て
は
充
分
成
箇
そ
得
な
か
っ
た
さ
報
告
(
非
公
式

)
L
K人
々
の
あ
っ
た
・
】
さ
そ
附
言
し
て
置
4.。

叉
味
に
本
法
の
取
扱
ひ
上
至
雛
な
る
艶
は
つ
)
珪
酸
グ
ザ
f

・
プ
レ
ー
ト
の
破
損
し
易
き
こ
さ
‘
。
己
保
温
中
培
養
基
内
に
水
滴
か
過
剰

さ
な
の
易
含
ニ
さ
、
ハ
三
)
来
落
の
計
算
が
克
分
行
ひ
聴
き
事
等
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
の
勤
も
務
改
良
山
除
埼
か
あ
る
さ
思
ふ
。

結

論

本
肝
究
は
司

E
4
5
r
s
の
提
唱
す
る

P
E
E
r
-
n
g
p
z
じ
依
っ
て
水
旧
土
壌

ω肥
沃
度
や
診
断
的
に
検
定
せ
ん
さ
試
み
た
る
も

め
で
あ
っ

τそ
の
結
果
を
概
漣
す
れ
ば
弐
の
如

4
で
あ
る
。

二
本
研
究
・
」
用
ひ
た
る
土
壊
は
岡
山
際
土
曜
慣
六
種
‘
成
鳥
賑
土
境
問
種
合
計
一

O
種
で
あ
っ

τ‘
夫
々
肥
沃
度
の
異
な
る
む
の
で
あ
る
。

試
臓
の
結
果
'
悼
の
土
壇
で

旨
a
o
v量
得
盟
国
許
の
開
準
肥
沃
土
輔
さ
見
倣
す
?
ぎ
4

む
の
は
二
種
.
援
肥
沃
土
壌
二
種
で
あ
っ
て
、
他
は

普
通
叉
は
援
脅
薄
土
織
に
相
歯
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ニ
‘
水
田
土
捕
虜
の
肥
沃
度
さ
〉
H
S各
国
h
宮
吋
早
2

・0
こ
さ
を
知
っ
た
。

に
依
っ
て
肥
沃
土
壊
さ
検
定
し
た
る
土
獲
さ
は
必
?
し
も
ご
訳
せ
歩
し
て
多
少
相
違
す

一
水
田
土
援
に
劃
し
て
ウ
イ
ノ
グ
ラ
ッ
キ
ー
氏
ア
グ
ト
バ
ク
タ
1
拭
磁
の
晦
用
ハ
輝
報
)

一一一一一
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